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このたび、しばらくお休みしていました広報
誌をリニューアルして発行することといたしまし
た。平成から令和と変わる最初の年に発行す
る病院広報誌になります。神戸赤十字病院か
らのお知らせをタイミング良く、わかりやすい
内容でお届けいたします。

さて、当院もこの地に新築移転して、本年8月
で満16年になります。病院周辺も建物がそろ
い、人の行き来も増えて、海沿いに走ったり歩
いたりされる方もたくさんいらっしゃいます。
木々や緑も年月を感じられるようになり、景観
に合わせるように病院も地域に根差して成長し
てきました。これも地域の皆さまのご支援が
あってのことと感謝しています。

これら景観、空気を気持ちよいと感じるに
は、心身ともに健康であることが基本になりま
す。この健康維持を目標として、当院は基本理
念である「わたしたちは、医の倫理と人道・博
愛の赤十字精神にもとづき、みなさまの健康
に奉仕いたします」を基に、この地域を中心
に、隣接する兵庫県災害医療センター（高度救
命救急センター）と共に一体として急性期医療
に取り組んでまいりました。引き続き、みなさま
の健康を保つための病院として、より一層の努
力をしてまいりますが、新しい広報誌が皆さま
のお役に立つことを期待しています。

神戸赤十字病院　

院長　山下 晴央

HATクロスから「HAT クロス～神戸赤十字病院だより～」へ
院長あいさつ
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しんぶじょうみゃくけっせんしょう

こうけつあつ　   ししついじょうしょう

しんぞうべんまくしょう

＿
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足のむくみがひどいのですが

それは深部静脈血栓症かもしれません。
心臓にもどる血液の通り道である静脈の

血流障害による疾患です。血栓が心臓、肺動脈に流
れることで肺動脈血栓塞栓症（エコノミークラス症
候群）をきたすことがあります。主には血液をさらさ
らにする薬剤で治療をいたします。

へいそくせいどうみゃくこうかしょう

歩いた時に足に痛みがあるのですが

それは閉塞性動脈硬化症かもしれません。
動脈硬化により下肢動脈

に狭窄を来し、下肢の血流が悪くな
り、下肢のしびれ、痛み、皮膚潰
瘍、壊疽を生じる疾患です。これも
下肢の動脈硬化によるもので、外来
検査を行い、必要であれば、カテー
テル治療を行います。

その他にも循環器内科の病気はあるのですか

その他にはこんな病気があります。

高血圧、脂質異常症
虚血性心疾患、閉塞性動脈硬化症の原因となる疾
患で、動脈硬化の危険因子と呼ばれております。動脈
硬化性疾患から遠ざかるには血圧、コレステロール、
血糖、体重のコントロールに加え、禁煙が必要です。
動脈硬化の危険因子をお持ちの患者さんは、クリ
ニックの先生を通じてご紹介いただき、心臓、脳、下
肢の血流の評価を行い早期発見、治療につとめてお
ります。毎週水曜日午前中に動脈硬化外来を行って
おります。

心臓弁膜症
心臓内の弁の開放制限、閉鎖不全の進行により、心
臓のポンプ機能の低下をきたします。経年変化が原因で
ある場合が多いのですが、薬物治療を行い、必要であ
れば心臓血管外科と相談し外科的治療も行います。定
期的に心エコーなどで経過をみていくことが重要です。

これらが循環器内科の主な守備範囲です。当院循環器内科は、すべての循環器疾患に
対して心臓血管外科、脳神経外科、脳神経内科、放射線科、併設する兵庫県災害医療センターと連携協力し、
365日24時間で診療にあたっております。皆さまおひとりおひとりの診断、治療方針を決定することを心がけており
ます。いつでもご連絡、受診いただければと思います。よろしくお願いいたします。

皆様へのメッセージ

03

神戸赤十字病院　

循環器内科部長　土井 智文

歩いた時に胸の痛みや、違和感があるのですが
きょけつせいしんしっかん ふせいみゃく

循環器内科の
守備範囲とはなんぞや？

診療科
クローズアップ＿

循環器内科 ＿

神戸赤十字病院循環器内科では循環器の病気に対して様々な診療を行っております。そもそも“循
環器内科の守備範囲とはなんぞや”をお話しさせていただきます。
循環器の病気とは①心臓弁膜症、心筋疾患、各種不整脈などの心臓自体の疾患、②心臓から全身
に血液を運ぶ動脈の疾患（脳動脈などは脳神経外科、脳神経内科が担当、腹部の動脈であれば放射
線科が担当、運搬先の臓器によって担当科が異なることもあります。）、③全身から心臓にもどってく
る血液の通り道である静脈の疾患などであります。

それは虚血性心疾患かもしれません。
動脈硬化によって心臓の筋肉に栄養を運

ぶ血液の通り道である冠状動脈が狭窄したり、閉塞
したりする疾患であり、命にかかわる可能性のある
疾患です。心臓の疾患とされていますが、まさに動
脈硬化、動脈の病気です。典型的な症状は、労作時
の胸の痛み、圧迫感であります。症状から虚血性心
疾患が疑われれば、外来にて諸検査を行い、必要で
あれば、入院にて心臓カテーテル検
査を行います。冠状動脈に狭窄を認
めればカテーテルを使って拡張する
治療（ステント留置など）を行いま
す。緊急性があれば緊急カテーテル
が必要です。

胸がドキドキするのですが

それは不整脈かもしれません。
心臓のリズムの乱れのことです。脈拍が正

常な変動範囲を超えて、早くなったり、遅くなったり
することをいいます。不整脈はないほうがよろしいの
ですが、脈の乱れがあったとして治療の必要なも
の、必要ないもの多岐にわたります。諸検査を行
い、重症度、治療の必要性
を評価します。治療は薬物
治療が基本ですが、非薬物
治療（カテーテルアブレー
ション、ペースメーカー植え
込み）も行っております。
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放射線科　

仲泊　峻 （なかどまり　しゅん）
平成29年卒
放射線科では、末梢血管へのIVRのみ
ならず、大血管系へのIVRも行っており
ます。またIVRによる緊急での止血術
も行っておりますので宜しくお願いしま
す。

循環器内科

若榮　智之 （わかえ ともゆき）
平成29年卒
2019年4月より配属となりました平成29年卒
循環器内科の若榮と申します。生まれ育った
この神戸の地で、全力を尽くして日々、患者様
に貢献できる医療を目指し頑張っていきます
のでよろしくお願いいたします。

消化器内科

山本　貴央 （やまもと　たかお）
平成29年卒
消化器内科を専攻しております。
地域の皆様に寄り添った医療を行なっ
ていきたいと考えておりますので何卒よ
ろしくお願い致します。

消化器内科

山本　匠悟 （やまもと　しょうご）
平成28年卒
皆様はじめまして。4月から赴任致しま
した。まだまだ未熟ですが、少しでも地
域の皆さんのお役に立てるよう全力で
取り組んでいきたいと思っています。

消化器内科

河野　未樹 （かわの　みき）
平成27年卒
初めまして。卒後4年目でまだまだ修行
の身であり、今後さらに様々なことを吸
収し、精進してまいりたいと思います。
どうかよろしくお願いいたします。

呼吸器内科

杉本　裕史 （すぎもと　ひろし）
平成29年卒
今年度から呼吸器内科に所属となりま
した。呼吸器疾患に限らず幅広く診さ
せていただきますのでお気軽にご相談
ください。

脳神経内科

辻　麻人 （つじ　あさと）
平成27年卒
脳神経内科はてんかんや脳梗塞などを
診る科ですが、「手足がしびれてる」と
いったお困りのことでも対応します。地
域の皆様に貢献できるように頑張りま
す。

呼吸器外科

小濱　拓也 （こはま　たくや）
平成26年卒
この度、新入職で参りました。患者様に
は神戸日赤の呼吸器外科に通って良
かったと思われるよう、開業医の先生
方とは密な連携が取れるよう努力して
参りますので宜しくお願い致します。

形成外科

久保　あゆみ （くぼ　あゆみ）
平成23年卒
「ここにかかってよかった」と思っていた
だけるような医療を提供できるよう精進
してまいります。皮膚のできものやしこ
り、気になる傷跡、治りにくい傷など…お
気軽にご相談いただければと思います。

心臓血管外科副部長

泉　聡 （いずみ　そう）
平成14年卒
4月に兵庫県立姫路循環器病センター
から異動してきました。心臓から末梢血
管まで、心臓血管外科医としてできる限
り地域に貢献したいと思います。

＿

神戸赤十字病院だより 「ハットクロス」 ＿  HAT CROSS ＿  Vol.01 ＿

05

新入職医師
紹介

放射線科副部長

木下　めぐ美 （きのした　めぐみ）
平成16年卒
以前当院に在籍していましたが、6年間
姫路循環器病センターで働き、再度戻っ
て参りました。大動脈のステントグラフ
ト治療や閉塞性動脈硬化症の血管内治
療の経験を生かしたいと思います。

整形外科副部長

森田　卓也 （もりた　たくや）
平成19年卒
整形外科の森田卓也と申します。脊椎・
外傷メインでさせて頂きますので、手術
が必要な場合などいつでもご連絡頂け
たら幸いです。今後お世話になるかと思
いますが何卒宜しくお願い致します。

整形外科副部長

多田　圭太郎 （ただ　けいたろう）
平成18年卒
整形外科を専門としています。
骨折を主として診ていますが、何でもご
相談ください。

消化器内科副部長　

深澤　厚輔 （ふかざわ　こうすけ）
平成16年卒
4月より消化器内科へ赴任しました深澤
厚輔と申します。微力ながら地域の皆
様のお役に立てるように努めて参りま
すので、どうぞ宜しくお願い致します。

呼吸器内科副部長　

中田　恭介 （なかた　きょうすけ）
平成15年卒
これまで市立加西病院で地域医療、神
戸大学医学部附属病院では肺癌や間質
性肺炎の専門的な医療に携わってきま
した。地域の基幹病院としての呼吸器
診療を目指します。

麻酔科部長　

溝上　良一 （みぞうえ　りょういち）
平成13年卒
麻酔と集中治療を専門としています。患
者さんに安心して手術を受けていただけ
るよう、麻酔を含めた周術期管理に力を
注ぎます。よろしくお願いいたします。

眼科部長　

林　仁 （はやし　ひとし）
平成4年卒
本年4月1日付けで、眼科部長として着
任いたしました。一般眼科疾患に加え
て、角膜・結膜などの前眼部疾患が得意
分野です。よろしくお願いいたします。
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